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「
書
誌
情
報
」
用
語
解
説

簡
贖
資
料
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
伝
世
の
文
献
資
料
に
見
え
る

簡
贖
制
度
を
中
心
に
考
察
し
た
王
国
維
「
簡
贖
検
署
考
」
（
『
王
観

堂
先
生
全
集
』
冊
六
、
文
華
出
版
公
司
）
が
先
駆
的
業
績
と
し
て

知
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
物
の
出
土
簡
贖
に
も
と
づ
き
そ
の
形
制
を

論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
陳
夢
家
「
由
実
物
所
見
漢
代
簡
冊
制
度
」

（
『
武
威
漢
簡
』
文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
年
九
月
、
『
漢
簡
綴
述
』

中
華
書
局
、
一
九
八

0
年
十
二
月
再
収
）
が
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
陳
夢
家
氏
の
分
析
は
廿
粛
省
武
威
県
の
後
漢
墓
か
ら
出
土
し

た
『
儀
礼
』
簡
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
戦
国
期
の
楚
簡
な
ど
に
は

適
用
し
難
い
面
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
に
出
土
し
た
簡
贖
資
料
に
よ

っ
て
新
た
に
加
わ
っ
た
知
見
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
書
誌
的

な
用
語
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
整
理
・
検
討
が
加
え
ら

れ
る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
研
究
者
に
よ
っ
て
言
い
方
が
異
な
っ
た

り
、
同
じ
研
究
者
で
も
後
に
変
更
し
た
例
も
み
ら
れ
る
。
戦
国
楚

簡
の
大
量
出
土
と
い
う
現
状
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
簡
讀
資
料

に
関
わ
る
書
誌
的
用
語
の
統
一
を
図
る
こ
と
は
学
界
の
急
務
と
言

え
よ
う
。

こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず
各
項
の
「
書
誌
情
報
」
に
見
え
る
用
語

の
一
部
に
つ
い
て
、
若
干
の
解
説
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

(
1
)
簡
長
…
簡
の
長
さ
。

(
2
)
簡
端
…
簡
の
先
端
と
末
端
。

①
平
斉
…
簡
の
両
端
が
角
を
も
っ
た
方
形
状
に
な
っ
た
も
の

[図
1
]
。

②
梯
形
…
簡
の
両
端
が
角
を
落
と
し
た
台
形
状
に
な
っ
た
も

の
[
図

2
r

③
円
端
…
簡
の
両
端
が
丸
い
円
形
状
に
な
っ
た
も
の
[
図

3
r

(
3
)
編
餞
…
簡
を
綴
じ
る
紐
゜

①
両
道
…
簡
を
上
・
下
二
本
の
紐
で
綴
じ
た
も
の
。
両
道
編

と
も
い
う
。

②
三
道
…
簡
を
上
・
中
・
下
三
本
の
紐
で
綴
じ
た
も
の
。
三

道
編
と
も
い
う
。

(
4
)
編
距
…
上
・
下
ま
た
は
上
・
中
・
下
の
綴
じ
紐
の
間
の
距

離。

(
5
)
冊
書
…
簡
を
紐
で
綴
じ
て
書
物
の
形
に
し
た
も
の
。

※
簡
が
冊
書
の
形
で
出
土
す
る
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
は
、
長
い
年
月
の
間
に
綴
じ
紐
が
朽
ち
て
散
乱

し
た
状
態
か
泥
塊
の
状
態
で
出
土
す
る
。
た
だ
し
、
簡
に

は
多
く
の
場
合
綴
じ
紐
の
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
何
箇
所
で
綴
じ
ら
れ
て
い
た
か
が
判
明
す
る
。

(
6
)
完
簡
…
鋏
損
が
無
く
完
全
な
簡
゜

(
7
)
満
写
簡
：
・
上
端
も
し
く
は
上
端
に
近
い
部
分
か
ら
下
端
も

(79) 



し
く
は
下
端
に
近
い
部
分
ま
で
文
字
が
筆
写
さ
れ
て
い
る

簡。

(
8
)
留
白
簡
…
上
端
部
と
下
端
部
、
も
し
く
は
そ
の
一
方
に
文

字
が
筆
写
さ
れ
て
い
な
い
一
定
の
空
白
を
も
つ
簡
。
白
簡

と
も
い
う
。
篇
や
章
の
末
尾
に
あ
た
る
簡
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
『
魯
穆
公
問
子
思
』
第
八
簡
や
『
子
羊
~
』
第
一
四

簡
の
よ
う
に
、
篇
末
ま
た
は
章
末
の
文
字
の
後
を
そ
の
ま

ま
空
白
に
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
下
に
空

白
を
も
つ
も
の
に
『
孔
子
詩
論
』
が
あ
る
。
上
部
の
み
を

空
白
に
す
る
例
は
現
時
点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

(
9
)
標
号
…
簡
に
記
さ
れ
た
記
号
。

①
墨
釘
…
方
形
状
の
墨
点
。
小
方
点
と
も
い
う
。
句
読
点
や

章
・
篇
の
末
尾
を
表
す
[
図

4
r

②
墨
鉤
…
釣
り
針
の
よ
う
な
か
ぎ
状
の
記
号
。
句
読
点
や
章
・

篇
の
末
尾
を
表
す
[
図

5
r

③
墨
節
…
横
に
引
か
れ
た
墨
線
。
篇
・
章
の
末
尾
を
表
す
[
図

6
]
。

④
重
文
号
…
同
一
字
を
重
ね
る
記
号
。
踊
り
字
。
多
く
の
場

合
「
＝
」
で
表
示
さ
れ
る
[
図

7
r

⑤
合
文
号
…
合
文
を
示
す
記
号
。
合
文
と
は
、
表
記
法
の
一

形
式
と
し
て
、
あ
る
い
は
書
記
労
力
の
軽
減
の
た
め
に
、

異
な
る
二
字
（
例
外
的
に
三
字
の
場
合
も
あ
る
）
の
漢
字

を
一
字
に
合
し
て
表
記
し
た
も
の
。
そ
の
結
果
、
一
字
一

音
節
と
い
う
漢
字
の
特
性
に
反
し
、
一
字
が
二
つ
の
音
節

を
も
つ
と
い
う
特
殊
な
状
況
を
示
す
。
合
文
で
表
記
さ
れ

る
二
字
の
大
部
分
は
、
点
画
の
一
部
や
偏
芳
が
他
の
一
字

と
共
有
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
が
合
文
で
表
記
さ
れ
る
主
要

な
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
博
楚
簡
に
散
見
さ

れ
る
「
孔
子
」
を
表
す
「
孔
-
]
[
図
8
]
の
場
合
は
「
孔
」

字
の
左
側
と
「
子
」
と
が
共
有
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
一
時
期
論
争
と
な
っ
た
「
卜
子
」
と
釈
読
す
る
説
は
、

合
文
の
成
立
条
件
で
あ
る
点
画
・
偏
芳
の
共
有
と
い
う
点

か
ら
も
首
肯
し
難
い
の
で
あ
る
。
合
文
は
多
く
の
場
合
、

重
文
と
同
じ
「
＝
」
で
表
示
さ
れ
、
合
文
か
重
文
か
は
文

脈
に
よ
っ
て
判
別
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
福
田
哲
之
）
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属
8
]
『
孔
子
詩
論
』
第
一
簡
「
孔
-
]

厨
7
]
『
尊
徳
義
』
第
七
簡
「
水
]

[
図
6
]
『
六
徳
』
第
二
六
簡
•
墨
節

[図
2
]
『
性
自
命
出
』

第
三
七
簡

[図

3
]
『
魯
邦
大
旱
』
第
三
簡

[図

4
]
『
太
一
生
水
』
第
一
四
簡
・
墨
釘

[図

5
]
『
成
之
聞
之
』
第
四
〇
簡
・
墨
鉤

[図
1
]
『
老
子
乙
』
第
一
六
簡
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